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Ⅰ．目的 
 書き手における筆記行動の観察は、文章産出プロセスの特性

の解明にとって効果的な手法であり、特に筆記行動中の停留

（以下、ポーズ）は重要な指標となり得る（Flower & Hayes,
 1981）。聴覚障害児を対象とした研究においても、Árnason e
t al (2010)は、キーボード入力中のポーズ時間が健聴児よりも

長いこと、その理由として文章の誤りや論旨展開の修正などに

時間を要すること等、行動特性とプロセスの特徴を指摘してい

る。しかし、聴覚障害児の文章産出プロセスに関する研究の数

は少なく、不明な点が多い。本研究では、聴覚障害児の文章産

出における筆記行動中のポーズに焦点を当て、その時間や回数、

ポーズ箇所の分析から聴覚障害児の筆記行動と産出プロセス

について検討することを目的とした。 
Ⅱ．方法 
１．対象児：聾学校に在籍する中学部生徒 16 名（2 年：3 名、

3 年：13 名）、高等部生徒 20 名（1 年：5 名、2 年：7 名、3 年：

8 名）。良聴耳の平均聴力レベルの平均は、中学部で 95.9dB（6
4-124dB）、高等部で 97.2dB（54-134dB）であった。 
２．課題：最初と最後の 1 文のみが提示された文章について、

残りの 4 つの空欄を埋めて完成させる課題である。4 つの空欄

それぞれには 1 文を記述させた。また、文章のテーマには、「ス

マートフォンの特徴」を設定した。 
３．手続き：小集団ごとに一斉テスト形式で実施した。筆記の

様子については、ビデオカメラを用いて手元のみ撮影した。な

お、実施に先立ち、個人情報の扱い（例：個人名の不使用）等

を説明した文書を学校に呈示し、学校長の許可を得た。 
４．分析方法：収集した映像データについて、筆記動作や消し

ゴムを用いた修正動作以外で 2 秒以上経過した箇所（以下、ポ

ーズ）を抽出し、継続時間、出現頻度を計測した。また、最初

の文から最後の文までの文間（pre-1st~4th、post-4th）及び空

欄に書かれた文の 1 文目から 4 文目までの文中（1st~4th）を

ポーズの生起位置として設定し（図 1）分析に用いた。 

図 1 課題文と分析に用いたポーズの生起位置 
Ⅲ．結果 
 対象児のうち、ポーズの抽出が十分行えなかった者を除いた、

中学部生徒 12 名、高等部生徒 19 名を分析対象とした。 
１．ポーズの時間と出現頻度：学部ごとに課題に要した時間（総

時間）、ポーズ時間の合計（ポーズ総時間）、1 名当たりのポー

ズ出現頻度、ポーズ 1 回当たりの時間の平均を求めて表に示し

た。いずれの項目においても学部間で顕著な差はみられなかっ

た。また、総時間に占めるポーズ総時間の割合を求めたところ、

いずれの学部でもおおよそ 4 割程度であった。 

表 1 ポーズの時間及び頻度の概要 
    中学部       高等部    
 Mean SD Mean SD 
総時間（秒） 372.5 150.2 332.8 99.8 
ポーズ総時間（秒） 159.5 69.2 139.7 63.9 
ポーズ出現頻度（回） 15.3 7.3 14.4 6.7 
ポーズ時間／回（秒） 10.6 13.0 9.6 10.9 

２．生起位置別のポーズ時間と出現頻度：生起位置別のポーズ

時間とポーズ出現頻度の平均を求めて表 2 に示した。文間と比

べ文中のポーズ時間は短かった。また、中学部では pre-1st、p
re-2nd でポーズ時間が長い一方、高等部では pre-1st、pre-3r
d、pre-4th で長かった。出現頻度については、文間ではおおよ

そ 1 回前後であり、文中では 2～3 回程度だった。 
表 2 生起位置別のポーズの時間及び頻度 

    時間（秒）    頻度（回）  
 生起位置 中学部 高等部 中学部 高等部 

文間 

pre-1st 35.4 28.5 1.25 1.11 
pre-2nd 20.2 11.2 1.08 1.05 
pre-3rd 11.8 16.4 0.83 1.21 
pre-4th 7.5 14.1 0.75 1.00 
post-4th 12.4 8.6 0.83 0.79 

文中 
1st 9.2 7.4 3.08 2.21 
2nd 5.2 6.2 2.83 2.32 
3rd 4.9 5.9 2.67 2.63 
4th 7.8 5.8 1.92 2.05 

表 3 文中のポーズの箇所の割合（％） 
次に、文中のポーズについて、

ポーズの生じる箇所を文節区

切りであるか否かによって分

類し表 3 に示した。表 3 より、

全体の４分の１は非文節の箇所でポーズが生じていた。 
Ⅳ．考察 
 本研究の結果、ポーズ時間の割合については学部で顕著な差

はなく、この点は Árnason et al (2010)と同様であった。また、

生起位置別の分析から、1 文の書き初め又は書き終わりに１回

程度の長いポーズが生じることが示された。この結果から、1 文

ごとにプランニングや言語化の情報処理を遂行していること

が推察される。一方、高等部では、中学部に比して後半の文間

におけるポーズ時間が長く、プランや論旨展開の確認や修正等

の情報処理も遂行されていることが示唆された。また、出現頻

度の多い文中のポーズについては、非文節の箇所が一定程度確

認された。非文節では、例えば、「スマートフォン／は」、「つな

が／れている」等の基本的な言語知識の活用場面でポーズが生

じており、情報処理において言語的な負荷が大きいことが考え

られた。なお、各指標については個人差の大きいことも示され

ており、今後は個々の産出方略に焦点を当てた詳細な検討が必

要であると考える。 
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 中学部 高等部 
文節の割合 75.9 75.0 
非文節の割合 24.1 25.0 
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